
                                         令和４年４月吉日  

 保護者の皆様 

                            知立市立八ツ田小学校長 丹羽真由美  

台風等異常気象時ならびに南海トラフ地震臨時情報における対応について 

春暖の候、皆様におかれましては、日頃より児童の安全に対するみまもりや声がけをありがとうございます。

さて、見出しのことにつきまして、昨年度に引き続き、以下のように対応していきますので、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 異常気象時における対応について              
● 「特別警報」が名古屋地方気象台から知立市に発表された場合。 
１ 児童が登校する以前に、「特別警報」が発表された場合。 

  (1) 登校しないでください。（学校は休校です） 

  (2) 特別警報解除後も、学校からの連絡(メール等による)があるまでは登校しないでください。 

２ 児童が登校した後に、「特別警報」が発表された場合。 

(1) 直ちに授業を中止し、気象及び通学路の状況を見て、生徒の安全を確保する最善の対応(学校待機、保護

者への引き渡し等)を迅速に行います。 

(2) 学校待機とした場合、特別警報解除後も、安全と判断できるまで下校を見合わせます。 

● 「暴風(暴風雪も同じ)警報」が名古屋地方気象台から知立市に発表された場合。 
１ 児童が登校する以前に、「暴風警報」が発表された場合。 

(1) 午前６時までに解除された場合は、平常通りの授業を行います。 

(2) 午前６時に警報が発表されている場合は、休校とします。（平成３０年度より） 

(3) 上記（1）の場合、道路の冠水や河川の増水等で、通学路に危険を感じたときは、そのことを学校や当該 

の地区委員さんに連絡してください。児童は指示があるまで自宅待機させてください。 

２ 児童が登校した後に、「暴風警報」が発表された場合。 

(1) 気象及び通学路の状況等を見て、児童を安全に帰宅させることができると判断したときには、下校させ

るための措置をとり、直ちに下校させます。 

(2) 通学路が危険と認められる場合等、帰宅が困難と判断したときには学校待機とし、安全と判断できるま

で下校を見合わせます。 

● 「暴風警報」または「特別警報」は発表されないが、大雨等の異常気象により、児童の安全確保

に困難が予想される場合。 
１ 登校前 

  危険と判断したら無理に登校しないで、家で待機し、その旨を学校に連絡してください。 

２ 登下校中 

  危険と思われる箇所があるときは、危険を避けて家又は学校（近い方）に戻ります。 

３ 登校後 

  学校で状況を判断し、待機後の迎えまたは職員の引率等で下校します。 

 

Ⅱ 南海トラフ地震に関する情報（臨時）における対応について 
１ 児童が登校する以前に、「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」が発表された場合。 

登校しないで家で待機してください。  

 ２ 登校や下校の途中に、「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」が発表された場合。 

   家に帰り、家で待機してください。 

３ 児童が登校した後に、「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」が発表された場合。 

  保護者と確認した方法で下校させます。引き渡しカードに書かれた方が学校に迎えに来て下さい。  

＊「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」が解除された場合は、上記の暴風警報が解除された場合と同様の

対応になります。 

 

 〇本情報の運用開始に伴い、東海地震のみに着目した情報（東海地震に関連する情報）の発表は行われません。 

〇本情報を発表していなくても、南海トラフ沿いの大規模地震が発生することもあります。 

★南海トラフ地震に関する情報（定例）ではありませんので、間違えないようにしてください。 


